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青森県における自然放射線データ 
 

 
大型再処理施設の影響を評価するため、平成 4 年度から平成 22 年度にかけて青森県内の自然放射

線に関する調査を実施しました。平成 4 年度から平成 8 年度に大地からのガンマ線による被ばく線量

の青森県内分布を初めて明らかにしました（図 1）。また、平成 8 年度から平成 10 年度に県内のラド

ン、平成 18 年度から平成 22 年度に食品による内部被ばくも調査し、自然放射線による県民の被ばく

線量を評価したことで（図 2）、施設由来の放射性物質による被ばく線量と比較して、自然放射線の寄

与が明らかに大きいことを科学的に理解するための情報を提供できました。 
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